
食料の安定供給と美しい国づくりに向けた重点プラン
今後の経済財政

構造改革推進のための１０の重点プラン運営及び経済社
＜食料自給率＞会の構造改革に

【多様な農業経営等の役割を踏まえた施策の推進】関する基本方針 食 ４０％ → ４５％ ＜｢農業の構造改革｣を通じた効率的な食料の安定供給システムの構築＞
・認定農業者のいる「意欲と能力のある経営体」（経済財政 料 将(現状) (H22目標)

として構造改革のため諮問会議） 自 来 ＊１．創意工夫を生かした農業経営の展開を可能とする構造改革の推進 →食料安定供給を中心的に担う者

支援策を可能な限り集中化給 に効率的で安定的な ・水田農業の構造改革のための米政策の総合的かつ抜本的な見直し の

・上記以外の農家等率 わ経営体(40 )を万程度 ・加工･流通への取組を推進するｱｸﾞﾘ･ﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰ支援、地域農業のｻﾎﾟｰﾀｰ機能を発揮する
→地域の農業資源の維持管理等において一定の役割の た中心とし、これら 農業法人の育成、集落営農の新たな確立と効率化、担い手向け資金の再構築 等
→健康･生きがいのための農業施策や農村施策を実施人の生命、健康に関 が農業生産の相当向 る ・生産基盤の整備をソフト施策と一体的に実施

２．安全・安心で良質な食料の供給ｼｽﾃﾑの構築による消費者の信頼確保わる良質な 部分を担う農業構環境や水 上 農
※景気対策関連を含むと食料などの確保を 造の実現 業 ・ 顔の見える」関係の構築に向けた生産情報を食卓へ提供するシステムの構築「 ＜当面の主な取組＞

経営関連諸施策を見直し、構造改革の推進図るヒューマン・セ

⇒

の ・流通機能の高度化と流通コストの削減 ○
(8月｢経営政策研究会｣とりまとめ)キュリティの確保 米､野菜等を中心 持 ・食生活指針の普及・定着、国産食材の利用促進、適正な動植物検疫の実施 等 に重点化

○ に着手とした構造改革 続 ３．構造転換に取り組む経営の価格変動ﾘｽｸを軽減するｾｰﾌﾃｨﾈｯﾄの整備 米政策の総合的かつ抜本的な見直し
※農業法人、アグリビジネス分野の雇用創出食料の安定 的 ・経営所得安定対策の導入に向け具体的設計のための調査を実施
○次期通常国会に、 、担い手育供給の確保 な 農業構造改革
成のための金融支援等関係 予定意欲と能力のある経 発 ＊４．ｾｰﾌｶﾞｰﾄﾞ暫定発動等に伴う生産･流通構造改革 法案を提出

・野菜産地の実情に応じ、低コスト化、契約取引推進、高付加価値化の３つの戦略 ○ に向けての検討営体に施策を集中す 展 「卸売市場」の競争力強化
○ として野菜等の生産ることなどにより食 セーフガード関連対策

（※）料自給率の向上等に ５．世界の食料安全保障への貢献 高度化､流通システムの改革
・世界の食料安全保障に貢献するよう、開発途上国の自給達成に向けた国際協力の推進 ○次期通常国会に、 を向け、農林水産業の 農業の構造改革と 野菜生産出荷安定制度
・WTO農業交渉において多様な農業の共存を基本理念とする日本提案に基づく戦略的交渉 見直す 予定構造改革を推進 農山漁村の新たな 法案を提出

○ における積極的取組可能性の創造 ＷＴＯ農業交渉

循環型社会の構築に向けた農山漁村の新たなる可能性の創出＞＜

｢むらづくり維新｣を関係府省と連携し推進都市と農山漁村の共 農 ６．多くの国民の願望を実現する「むらづくり」 ○
都市と農山漁村との共生・対流を可能とし、人・もの・情報が循環する共通社会基盤 ○「農山村振興研究会」等における検討生と対流等を通じた 山 ・

環境創｢美しい日本｣の維持 漁 （ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ）として都市住民にも開かれたむらづくりを広域での連携の下で推進 ○14年度以降、新規採択事業は全て「
造型事業」へ転換･創造 多面的機能 村

、「 」の発揮 都市の住民には、 ○ 環境創造型事業の ７．農林水産公共事業の「環境創造型事業」への転換 諫早湾干拓事業について
総合的な検討に着手きれいな空気、美 への転換に向けた新 ・農山漁村の社会資本基盤について、都市のﾗｲﾌﾗｲﾝを支える緑の基盤として、食料の安

しい自然をもった ○ に着手た 定供給等とあわせて自然と共生する環境を創造する事業(｢環境創造型事業｣)へ転換 限度工期の設定など実施方式改革
な政策目的に応じて ふるさとの提供ハ

＊の予算要求においては、公共事業からのシフトを実施ードからソフトへの 循 る ＜新たな森林・林業政策、水産政策の展開＞
環 可政策手段の転換 農山漁村の住民

森林･林業基本計画を閣型 能には、都市と変 ＊８．望ましい環境の創出を基本とする森林・林業政策の展開 ○13年10月末を目途に
議決定社 性わらない社会基 ・森林の多面的機能の持続的発揮のため、機能区分に応じた整備、地域の取組支援

・林業及び木材産業の構造改革、コスト削減の推進のための総合的な構造対策の実施 ○森林の区分に対応した事業体系の再編と構会 を盤の下での生活
造対策の推進の 切や仕事､都市の持
※森林整備等による緊急雇用対策構 りつ魅力へのアク ＊９．資源管理を基本とした水産政策の展開

水産基本計画を閣議決定築 開セス等の確保 ・水産資源の適正な管理と経営安定の推進 ○13年度内に
・水産業の構造改革を進め、漁業経営の基盤強化等を促進 ○次期通常国会に、 を図く 漁業経営の基盤強化

るための 予定法案を提出
※有明海の再生対策を緊急実施＜環境問題への対応、科学技術・ＩＴ等の２１世紀の政策課題の重点的推進＞

10．｢経済財政運営の基本方針｣を踏まえた重点７分野への対応＜有限な地球資源を未来へ＞
公共投資重点化措置要望森林・林業分野 水産分野 ①循環型社会の構築など環境問題への対応 構造改革特別要求･

自然と共生する農山漁村環境や豊かな森林環境の創造、有明海再生対策････････
予算等において重点実施森林・林業基本法 水産基本法 ②少子・高齢化への対応 ○14年度

生活環境施設のバリアフリー化、高齢者の活動支援、男女共同参画の推進○多面的機能の持続的発揮 ○水産資源の持続的利用 ････････
※健全な水循環系の再構築の推進○林業の健全な発展 の確保 ③地方の個性ある活性化、まちづくり森と海はいのち
※家畜排せつ物等のリサイクル対策を緊急に実↓ ○水産業の健全な発展 のふるさと ････････むらづくり維新の推進、地域の創造性を活かした米の構造改革の推進
施○森林の適正な整備の推進 ↓ ④都市の再生－ヒューマン・セキュリティ、ライフラインを支える緑の基盤づくり
※イネゲノム研究の加速化等及び保全の確保 ○国民に対する水産物の ････････食品流通・食品リサイクルの高度化、潤いのある生活空間の提供
※ＩＴ化が遅れている農山漁村地域においてＩ○効率的・安定的な林業経 安定供給 ⑤科学技術の振興
Ｔ化や生活環境の整備を緊急に実施営の育成 ････････イネゲノム研究の加速化、環境分野における技術開発研究の推進

○林産物の供給及び利用の ⑥人材育成、教育
確保 ○都市再生プロジェクト････････次代の農林水産業を担う人材育成、子どもたちの体験学習の推進

⑦世界最先端のＩＴ国家の実現 （ゴミゼロ型都市プロジェクト）地球温暖化防止への 新たな国際海洋秩序の
農林水産業におけるＩＴ推進、ＩＴ活用による食品流通の効率化森林の貢献 下での水産資源の管理 ････････


